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協同的創造を生み出すワークショップ学習の研究
─「屏風ワークショップ＠バークレイ2009」を事例にして─














































Learning Design for Collaborative Creation by Workshop : 
A Case Study of the Byo-bu workshop@ Berkeley, 2009
Chihiro Tetsuka１）, Kazuji Mogi２）
１）The joint Graduate School in Science of School Education Hyogo University of Teacher Education
２）Gunma University
キーワード：協同的な学び、協同的創造、日本美術、美術教育


















































































































































































































































































































































Group I&T：「The war of the Dragon」（風神雷神図屏風）
Group R：「The Best Fight Ever」（風神雷神図屏風）
Group M：「I Love Japan Japan Rooks」（松島図屏風）























３）本ワークショップは、ACM Creative & Cognition 2009
OCTOBER 27-30 2009 @Berkeley Art Museum & UC
BerkeleyのWorkshopで実施した。発表題目：Design of a





















【実施校担当者】Ms. Charity DaMarto , Leconte Elementary
School After school Program （Berkeley, U.S.A）
また、長期にわたる現地実施校との交渉、調整にご尽力いた
だいた松本亮子さんに感謝の辞を申し上げます。
本研究は、平成21年度科学研究費補助金基盤研究（Ｂ）
19330197「異文化理解・多文化共生の可能性を探る身体・メデ
ィア活用型プロジェクトの開発と評価」（研究代表者・茂木一
司）の補助を受けています。
（てつか　ちひろ・もぎ　かずじ）
題の緩和へと働きかける。それにもかかわらず、グル
ープUでは明らかに、声が大きい、言葉をたくさん話
せるといった、「権力や権威」４）を持つ者の意見に注
目が向けられており、ファシリテータさえも力の強い
「年輩（大人）」として働いていたのである。
協同的創造は、他者との相互行為があってこそ成り
立つものである。一方的な問答では成立しないし、コ
ミュニケーション不在の協同的な学び＝ワークショッ
プの成立とは言い難い。コミュニケーションを通して
新しいものが創造されるのは「人々が偏見を持たず、
互いに影響を与えようとすることもなく、また、相手
の話に耳を傾けられる場合に限られる」という５）。プ
ロセスに学びを見出す、コミュニケーションやコラボ
レーションを軸とした美術教育における学びにおい
て、ファシリテータの役割とは、より子ども同士の創
発を誘いだし、且つ共創や競創を起こすための「対話」
を促進することにあると考える。今回の場合で言えば、
発言はできないが、付箋紙にたくさん気づきを書いて
貼っていたC2とC3のアイデアを読み上げたり、聴き
合う機会を設けたりすることで個々の意見を共有し、
さらに学び合う存在であるという互いの認識を高めて
いくことが「対話」の促進に作用すると考えるのであ
る。
以上の分析から、協同的創造を生起するためには構
成員間に「対話」が求められること、また、ファシリ
テータの権威的ふるまいが「対話」不成立に関与して
いるということがワークショップにおける問題点とし
て明かとなった。対象としたのはレアケースではある
が、敢えてフォーカスすることで美術教育における協
同的な学びをより豊かにするため、多くの示唆を受け
ることができた。これらを踏まえ、研究を継続してい
きたい。
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